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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども一人ひとりの興味や課題に合わせた、療育教材をさら

に充実させていきたいと思っています。

2
外部の講師によるコンサルテーションでのアドバイスを振り

返りながら支援に活かせるようにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者の方へ、訓練の様子などの情報発信をしていけるか検

討を行う。

2

3

子ども一人ひとりに合わせた多様なプログラムを提供し、柔

軟に対応出来るよう点です。子どもの状態やベースに寄り添

い、最適な支援を行えるよう努めています。

支援員が連携して子どもの様子を観察し支援方法を随時相

談、見直しすることで、質の高いサポートを実現していま

す。

マンツーマンでの対応をすることにより、子どものその時の

状態に合わせた療育ができる環境を整えています。

子どもの特性の理解、コミュニケーション支援（PECS）な

どにつての専門的なアドバイスの充実。
外部の講師によるコンサルテーションを行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故対応、災害対応等の緊急時のマニュアルは整っており、

訓練も行っているが、保護者の方へ情報が伝わりにくい状況

となっている。

保護者の方へ必要な情報発信を行っていく必要がある。

令和8年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　　　　そよかぜ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和8年1月8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


